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Abstract
Kanami TSUGAMI １, Yoshihumi NISHIMURA ２
（ Department of Early Childhood Education and Care,Nishikyusyu University Junior College １
  Department of Psychological Counseling,Faculty of Children's Studies,Nishikyusyu University２ ）
The Practice Report of Psychological Education Using Drawing Method In Elementary School
─ Efforts Utilizing Squiggle ─
　This is a report of psychological education that writers conducted it in an elementary school.  We 
did this program for all children of an elementary school.  And, teachers participated there, too.
① Squiggle is done in a pair. ② 6 people do story making using all works by a group. ③ Children 
announce a story. We analyzed the work of children, the impressions of children and teachers, 
the state of activities, and examined the significance of using drawing method for psychological 
education.  We examined the effect of the psychological education of the teacher participation 
type.  The feature of this program is handling images and including play elements.  Its features 
have stimulated the child's internal energy and encouraged expressions of thought and feelings 
abundantly.  In addition, teachers experienced a receptive manner, and it was connected for 
the making of base of the education consultation system because the teacher participated in the 
program.
Key　word ： squiggle　スクイグル














29 年 1 月に「児童生徒の教育相談の充実について～学
校の教育力を高める組織的な相談体制づくり～（報告）」
がまとめられた。「チームとしての学校の在り方と今後

































































































1 バースデーライン 15 分
2 スクイグル 30 分
3 お話作り 30 分


















































































































































































































































いて（答申）」（平成 27 年 12 月中央教育審議会）におい
ては、学校や教員が心理や福祉等の専門スタッフ等と連
携・分担する「チーム学校」体制を整備し、学校の機
能を強化していくことが重要であると提言されている。
SCもその一員として連携しながら児童の心の問題に対
応していかなければならない。ここでは、教員参加型で
行った今回の実践を振り返り、その意義について考察す
る。
⑴　児童の視点からの体験
　筆者らは、このような取り組みにおいて、児童を対象
とした「心の授業」の前に、校内研修等で、同じ内容の
ワークショップを教職員対象に実施する試みを続けてい
る。それは、子どもに「させる」という一方的な教育実
践の発想ではなく、あくまで、子どもが主体的に活動し
表現する能動的・相互的な「心の授業」が実現できるよ
う、教師自身が体験を通して自身の心の動きを感じるこ
とで、「心の授業」の中でみられる児童の表現や心の動
きを大切に扱うことができるのではないかという思いか
ら生まれたものである。今回は、筆者らが初めて訪問す
る学校であったため、児童が体験する心の動きを同時に
体験してもらえるよう、教員参加型という試みを行った。
教員の感想からは、児童の心の動きを傍で捉えながら、
その変化や発想に感動する様子が窺えた。
⑵　受容的態度の経験
　参加した教員は、「心の授業」が日頃の教科指導とは
違い、子どもの自主性・主体性を尊重しながら展開され
る中で、自然と子どもたちの言動をそっと見守りながら、
必要な場合のみ支援しようという動きになっていた。こ
のような経験を重ねることで、教師のカウンセリング・
マインドの基盤が作られていくように思われる。今回の
実践では、児童を対象とした「心の授業」に共に参加す
ることで、児童に対する心理教育の実践スキルを習得す
るだけでなく、児童理解に必要な臨床心理学的な視点や
スキルを実践的に獲得することにつながったと考えられ
る。また、教員側の受容的態度によって、児童の自由な
活動が保障されるため、児童は発想・創造することの楽
しさや満足感を得ることができる。こうした経験の共有
が、児童と教員の関係性を深める。スクイグルでは、楽
しそうに自由な表現を見せる児童を前に、「大人になる
と頭と心がかたまっていますね。」と子どもたちの豊か
なイメージに圧倒される教師が、児童の連想に助けられ
て作品を仕上げていく場面もみられた。また、お話づく
りにも教師が参加し、児童と教師が対等な立場でアイデ
アを出し合う中で、相互的・友好的な教師と児童の関係
性と「話しやすい」雰囲気が育まれ、校内の教育相談シ
ステムが効果的に機能するための基盤を固める効果も
あったように思われる。
⑶　心理的側面からの児童理解
　今回の実践において、ペアづくりのためのバースデー
ラインの段階では、上級生の下級生への優しいかかわり
が見られた。また、お話づくりでは、言葉で表現するこ
とが苦手な女子児童に対して、活発な男子児童が声をか
けながら活動する様子が見られた。このように、「心の
授業」の中では、集団のグループ力動などが垣間見える
こともある。その気付きが、その後の学級または学校経
営を行っていくうえでのヒントになる。普段の態度・行
動や学習の様子等からだけでは捉えきれていなかった児
童の別の一面に気づくこともある。今回の実践のように
描画技法を用いた「心の授業」では、行動観察のような
視覚的理解や、日記や日常会話における聴覚的理解だけ
でなく、子どもの表現したものを通した心理的理解が可
能になり、教師の、児童の内面への気づきが促進される
のではないかと考えられる。
図２　教師の作品
【「心の授業」後の教員の感想】
・もともと発想するのが苦手…。落書きを何かに見
立てる課題はとても難しかったです。子どもたち
の柔らかさに感心…。同時に、自分の頭の硬さに
ギブアップ！という感じでした。日頃見られない
子どもたちの姿に触れた様な気がします。“どれも、
誰も認められることの安心”から、活動中にぐっ
と伸びた子どもには驚きました。“心が動き、心が
開く”ということがわかりました。例えば、国語
の時間に『お話を作りましょう』という課題があっ
ても、子どもたちは今日の様には書けません。ま
るで、魔力。“お話をつくる力”にも驚きました」（女
性教諭）
⼩学校における臨床⼼理学的技法を⽤いた「⼼の授業」の実践（１） 津上佳奈美 
 
図１ 児童の作品 
 
図２ 教師の作品 
－ 13 －
３）「心の授業」後のフォローアップ
⑴　児童の作品の掲示
　「心の授業」後、児童の作品は、児童に説明し了承を
得たうえで、校内に掲示した。後日、教師からは、児童
が作品を見ながら活動を振り返ったり、作品を介して楽
しそうに話したりする様子が見られると報告を受けた。
「心の授業」の時には湧いてこなかったイメージが児童
の中に新たに生まれ、同じ作品から別のストーリーがで
きることもあり、児童がさらなる満足感・達成感を味わっ
ていることが窺える。また、「心の授業」中に積極的に
発言できなかったり、思うように表現できなかったりし
た児童と教師が一緒に作品を鑑賞することもあり、作品
の掲示によってフォローの場と時間が保障されるという
がわかった。心理臨床の場では、様々な理由から、作品
を本人に返さないということが原則である。しかし、今
回の実践においては、学校全体の雰囲気や「心の授業」
時の様子等から、学校が児童にとって安心・安全を感じ
られる場であることを確認できたため作品を掲示した。
掲示した作品を介した児童間、児童と教師とのコミュニ
ケーションの深まりによって、子どもたちはさらに、学
校を「安心できる空間」であると確認することができた
のではないかと捉えられた。
⑵　臨床心理士による教師へのフィードバック
　実践後は、教職員全員で児童の作品を味わう時間を設
定した。教師が生活場面で気がかりな児童の様子を挙げ、
その児童の作品・表現を通して、発達的・心理的課題に
ついて理解を深めあった。また、その他の児童について
も、作品・表現を通して、一人ひとりの児童の内面につ
いて理解を深めた。特に、日常生活の様子と、「心の授業」
時の様子や作品・表現とのギャップが大きい児童につい
ては、作品から捉えられる特徴や課題について筆者らが
コメントし、教師の見立てと照らし合わせながら、その
児童の内面について検討を重ねた。荒木ら（2015）は、
心理教育を実践する上での SCに期待される役割を、「専
門性」「客観性」「エンパワーメント」という 3つのカテ
ゴリーに分類している。今回の取り組みでは、心理教育
の実践で臨床心理士が専門的な部分を担い、かつ、客観
的なフィードバックを行うことで、「心の教育」がより
意義深いものとなり、校内でのスクリーニング会議の役
割も果たしたのではないかと考えられる。
４）実践における配慮について
　筆者らが実践している「心の授業」では、児童の主体
性を尊重することを心掛け、それを見守る教職員にも事
前に説明し、理解を得るようにしてきた。ここで、その
際の配慮すべき事項について２点述べる。一つは、表現
できない児童、あるいは、表現しない児童への配慮であ
る。筆者らの実践する描画技法を用いた「心の授業」に
おいては、「表現しない自由」も認め、児童の気持ちを
大切に扱っている。そのような様子がみられる児童に対
しては、まず、筆者らが個別にかかわれば表現できるの
か、あるいは、自分は表現しないけれど同じ空間には居
られるのか、あるいは、その場にいること自体が困難で
あるのかを見極め、その児童に応じた支援を行っている。
二つ目は、ネガティブな言動への対応である。その場合、
筆者らは、傾聴・共感の姿勢を心掛け、児童がどのよう
な想いで表現・発言したのかということを考える。今回
の実践においても、ある児童が、不気味で攻撃的なキャ
ラクターを描き、グループで作品を紹介し合う場面では、
他の児童から批判的な言葉が向けられることがあった。
しかし、筆者らと教師とが気がけながら見守りを続ける
と、そのキャラクターが悪役として登場し、最終的には
ストーリーの展開に不可欠な登場人物としてグループの
中に受け入れられていった。普段の学校生活の中では指
導対象となりがちな言動であっても、決して排除するこ
とはせず、グループ活動の中でマイルドにしていく方法
を検討していくことが重要であると考える。
７．まとめ
　本稿では、筆者らが実践している、描画技法を用いた
小学校における「心の授業」の一取り組みを報告し、そ
の意義について児童・教師それぞれの視点から考察を加
えた。また、今後さらに求められるであろう心理教育に
おける臨床心理士と教職員との協働についても、実践を
振り返りながら検討した。本稿では、児童と教師の感想
にみられた記述内容のみを取り上げたが、今後は、この
ような手法を用いた「心の授業」の効果について質問紙
等で検討することが課題となる。
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